
広報　　　　　№６５２　平成１７年３月１０日　　（８）
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■�日�

■�場�

■�内�

■�持�

■�定�

■�申�

■�問�

■�費�

■�対�

　

遺
言
書
の
書
き
方
と
相
続
無
料
講
習

相
談
会
「
円
満
相
続
を
」

■日
 

３
月　

日
�　

午
前　

時
〜
正
午　

２６

１０

■場
 

八
潮
メ
セ
ナ
研
修
室
Ａ　

■定
 
　

人
２５

（
先
着
順
）　

■費
 

無
料　

■問
 

遺
言
相
続

後
見
ネ
ッ
ト
�　

・
５
１
５
２

９４６

春
の
押
し
花
体
験
会

　

押
し
花
で
楽
し
い
小
物
を
手
作
り
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

■日
 

３
月　

日
�　

午
前　

時
〜
午
後
４

２６

１０

時
■場
 

ゆ
ま
に
て
２
階
研
修
室　

■内
 

押
し

花
は
が
き
＝
無
料
体
験
、
３
０
０
円
均

一
体
験
会
、
押
し
花
額
展
示　

■問
 

小
泉

�　

・
８
４
６
６

９９５

��■日
 

３
月　

日
�
・　

日
�　

午
前　

時
〜

２６

２７

１０

午
後
５
時

■場
 

八
潮
メ
セ
ナ
展
示
室

■内
 

生
け
花
の
展
示

■費
 

無
料

■問
 

文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
）

�　

・
６
２
１
６

９９５
�■日

 

３
月　

日
�　

午
前
８
時
集
合
（
雨
天

２１

中
止
、
当
日
午
前
６
時　

分
決
定
）

３０

■場
 

八
潮
高
等
学
校

■対
 

中
学
生
、
高
校
生
、
一
般

■内
 

男
子
の
部
＝
１
０
０
・
４
０
０
・
８
０

０
・
１
５
０
０
・
３
０
０
０
・
５
０
０
０

メ
ー
ト
ル
、１
１
０
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
、

走
幅
跳
び
、
走
高
跳
び
、
棒
高
跳
び
、
砲

丸
投
げ
、
女
子
の
部
＝
１
０
０
・
８
０
０

・
１
５
０
０
・
３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
、
１

０
０
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
、
走
幅
跳
び
、

走
高
跳
び
、
棒
高
跳
び
、
砲
丸
投
げ

※
ハ
ー
ド
ル
・
１
０
０
メ
ー
ト
ル
・
走
幅

   華
道
展

春
季
陸
上
記
録
会

跳
び
・
走
高
跳
び
は
、
タ
ー
タ
ン
用
ピ
ン

厳
守

■費
 

無
料

■申
 

当
日
受
付

■問
 

八
潮
南
高
等
学
校
・
入
江
�　

・
５
７

９９５

０
０
（
雨
天
時
＝
八
潮
高
等
学
校
�　

・
９９６

１
１
３
０
）

�■日
 

３
月　

日
�　

午
後
１
時　

分
〜
午
後

２７

３０

３
時　

分
３０

■場
 

八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

■内
 

「
八
潮
の
昔
話
」
よ
り
「
ジ
ブ
リ
曲
集
」

ほ
か

■費
 

５
０
０
円

■問
 

文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
）

�　

・
６
２
１
６

９９５
�■日

 

３
月　

日
�　

午
前　

時
〜
正
午

２７

１０

■場
 

八
條
公
民
館
会
議
室
１

■対
 

小
学
３
年
生
以
上

■内
 

ベ
ー
ゴ
マ
や
手
作
り
竹
と
ん
ぼ
遊
び

■持
 

軍
手

■定
 

親
子　

組
（
申
込
順
）

１０

■費
 

無
料　

■申
 

窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
八
幡
公
民
館

（
�　

・
６
２
１
６
）
へ
※
受
付
時
間
＝

９９５

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

�■日
 

６
月　

日
�･  　

日
�　

午
前
９
時
〜

１９

２６

■場
 

ゆ
ま
に
て
（
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
）

■対
 
　

歳
以
上
の
方

１８
■定
 
　

チ
ー
ム
（
申
込
順
）

２０
■費
 

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

八
潮
女
声
コ
ー
ラ
ス
・
ス
プ

リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

公
民
館
親
子
講
座

「
親
子
昔
の
遊
び
教
室
」

ゆ
ま
に
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

■申
 

参
加
メ
ン
バ
ー
表
に
参
加
費
を
添
え
て

窓
口
へ
持
参

■問
 

ゆ
ま
に
て
�　

・
０
１
２
３

９９６

�
　

変
わ
り
行
く
八
潮
の
変
化
や
自
然
を
肌

で
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■日
 

３
月　

日
�　

午
前
９
時
市
役
所
集
合

２７

・
９
時　

分
ス
タ
ー
ト
・
小
雨
決
行
（
悪

３０

天
候
の
場
合
は
４
月
３
日
�
に
順
延
）

■内
 

コ
ー
ス
〈
市
役
所
↓
幸
之
宮
排
水
機
場

↓
大
経
寺
↓
和
井
田
家
↓
八
條
八
幡
神
社

↓
東
埼
玉
道
路
↓
八
条
親
水
公
園
↓
八
條

北
公
園
↓
市
役
所
（
ゴ
ー
ル
）〉
全
約
９
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
約
３
時
間　

分
（
途
中
昼

３０

食
時
間
含
む
）

■定
 

２
０
０
人
（
申
込
順
）

■費
 

無
料
（
飲
み
物
・
弁
当
等
は
各
自
持
参
）

※
参
加
者
に
は
粗
品
進
呈

■申
 

電
話
で
八
潮
市
商
工
会
（
�　

・
１
９

９９６

２
６
）
へ　

�■日
 

３
月　

日
�　

午
前　

時
開
演

２６

１１

■場
 

資
料
館
古
民
家

■内
 

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
に
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
が
、
琴
で
「
桜
」「
数
え
唄
」
な

ど
を
演
奏
す
る

■定
 
　

人
（
先
着
順
）

５０ や
し
お
再
発
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

八
潮
市
こ
ど
も
筝
曲
教
室
発
表
会

■費
 

無
料

■問
 

文
化
財
保
護
課
�　

・
６
６
６
６

９９７

�■日
 

４
月　

日
�　

午
後
１
時
〜
４
時

１７

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■対
 

５
〜
７
カ
月
の
妊
婦（
夫
婦
で
参
加
可
）

■持
 

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

■費
 

無
料

■申
 

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
（
�　

・
３
３

９９５

８
１
）
へ

�「
す
て
き
な
友
達
に
な
る
た
め
に
」

■日
 

３
月　

日
�　

午
後
２
時
開
演

１３

■場
 

八
潮
メ
セ
ナ

■内
 

小
学
６
年
生
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
発
表
し
ま

す
。出
演
＝
メ
セ
ナ
児
童
合
唱
音
楽
塾
生
、

よ
し
お
か
よ
し
み
さ
ん
（
歌
の
お
ね
え
さ

ん
）、
美
鈴
こ
ゆ
き
さ
ん
（
作
曲
家
・
エ
レ

ク
ト
ー
ン
奏
者
）

■費
 

無
料

★
入
塾
生
募
集

■申
 

３
月　

日
か
ら　

日
ま
で
に
窓
口
へ

１５

２５

■問
 

八
潮
メ
セ
ナ
�　

・
２
５
０
０

９９８

パ
パ
・
マ
マ
学
級

メ
セ
ナ
児
童
合
唱
音
楽
塾 

ハ
ッ
ピ
ー
メ
ロ
デ
ィ
発
表
会

社
交
ダ
ン
ス
経
験
者
募
集

　

楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
も
い
っ
し
ょ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

■日
 

毎
週
日
曜
日
ま
た
は
月
曜
日　

午
前　
１０

時　

分
〜
正
午　

■場
 

八
幡
公
民
館（
別
館
）

３０
ほ
か　

■費
 

入
会
金
１
０
０
０
円
、
月
会
費

３
０
０
０
円　

■問
 

松
木
�
兼
�　

・
８
０

９９６

８
０

上
手
に
メ
イ
ク
講
座
Ⅳ

　

い
つ
も
と
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
メ
イ
ク
、

楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■日
 

３
月　

日
�　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

２２

３０

■場
 

メ
セ
ナ
２
階
Ａ
会
議
室　

■内
 

春
の
肌
と

春
の
メ
イ
ク
（
春
メ
イ
ク
・
眉
コ
ー
ス
）

■持
 

自
分
の
使
っ
て
い
る
化
粧
品　

■費
 

無
料

※
お
茶
代
と
し
て
２
０
０
円　

■問
 

菅
原
�

　

・
８
０
１
５

９９５

八
潮
文
化
ク
ラ
ブ
健
康
講
座
・
健
康
で
さ

わ
や
か
な
人
生
を
送
る
た
め
に

「
あ
な
た　
ま
だ
タ
バ
コ
吸
っ
て
ま
す
か
？
」

■日
 

３
月　

日
�　

午
後
１
時　

分
〜　

２６

３０

■場
 

資
料
館　

■内
 

講
師
＝
高
木
宏
子
さ
ん（
医

師
）　

■問
 

林
田
�　

・
５
０
３
２

９９６

「
書
友　

八
條
」（
ペ
ン
習
字
）

　

思
い
切
っ
て
何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め

ま
せ
ん
か
。
と
て
も
和
や
か
に
励
ん
で
い

ま
す
。
年
２
回
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
色
紙

・
短
冊
展
あ
り

■日
 

①
毎
週
火
曜
日　

午
前　

時
〜
正
午
、

１０

②
毎
週
水
曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時　

■場
 

八
條
公
民
館
ほ
か　

■内
 

漢
字
・
仮
名
・
実

用
漢
字
・
年
賀
状
・
暑
中
見
舞
ほ
か　

■費
 

入

会
金
１
０
０
０
円
、
月
会
費
２
５
０
０
円

■問
 

土
井
�　

・
２
９
０
９
・
２
７
７
９

０９０

八
潮
謡
曲
同
好
会
の
会
員
募
集

　

健
康
増
進
の
た
め
大
き
な
声
を
出
し

て
古
典
芸
能
の
世
界
に
入
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
越
谷
能
楽
堂
舞
台
に
参
加
出
来

ま
す

■日
 

昼
の
部
＝
第
１
・
第
３
月
曜
日　

午

前　

時
〜
正
午
、
夜
の
部
＝
第
１
・
第

１０
３
水
曜
日　

午
後
７
時　

分
〜
９
時　

３０

３０

分　

■場
 

大
原
公
民
館
ほ
か　

■問
 

林
�　
９９６

・
１
６
０
３

や
し
お
俳
句
会
会
員
募
集

　

俳
句
誌
や
し
お
に
毎
月
投
稿
を
目
的

に
す
る
会
で
す

■日
 

月
に
１
回
程
度
・
話
し
合
い
に
よ
り

随
時
決
定　

■場
 

八
幡
公
民
館
ほ
か　

■費
 

年
会
費
４
０
０
０
円
※
懇
親
会
な
ど

あ
り　

■問
 

西
森
�　

・
１
５
７
４

９９８

おしらせHOTコーナー　催し

ラジオ体操は健康の礎ラジオ体操は健康の礎
～家族そろってラジオ体操！健康づくりはじめてみませんか～

　体操を毎日続ければ、いつのまにか体力が増し、健康づくりによい影響を
与えます。大切なのは、たとえわずかな時間でも毎日実行することです。
　「いつでも」「どこでも」「だれでも」できるラジオ体操は、最適な体操と
いえるのではないでしょうか。
①身体を柔軟にするから老化防止に役立ちます！
　体のすべての筋肉や関節を十分動かし、柔軟性を保つように工夫されてい
ます。ラジオ体操を続けて背骨やその他の筋肉・関節を動かすことで老化防
止にも役立ちます。
②血液循環を促進し、からだの機能を高めます！
　その血液循環の促進にも効果的な体操です。筋肉を十分に動かすことによ
って、全身にはりめぐらされてる毛細血管にたくさんの血が流れ、体の機能
が高まります。
③筋温を高め、からだの自動調節機能を正常にします！
　体温の自動調節機能を高めるにも効果的な体操です。続けていれば筋肉や
血液の温度が上昇し、血液中のヘモグロビンの酸素運搬能力も増加してきま
す。
やしお健康ラジオ体操連盟
　やしお健康ラジオ体操連盟（松田温昭会長）では、市民の皆さんの健康保
持増進を目的に、ラジオ体操の集いを開催しています。皆さんの健康のため、
ぜひご参加ください。
■日 毎月２回、第１・第３日曜日　午前６時２０分～４０分
■場 文化スポーツセンター南側駐車場※雨天の場合は同センターピロティー
■問 やしお健康ラジオ体操連盟事務局・松澤（国体推進課内）�◯内 ８３８
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建
築
物
等
の
高
さ
の
最
高
限
度
と
し
て
道

路
斜
線
、
隣
地
斜
線
、
日
影
規
制
を
第
一

種
住
居
地
域
と
同
様
と
す
る
こ
と

〈
意
見
書
に
つ
い
て
〉

　

縦
覧
期
間
満
了
日
の
３
月　

日
ま
で
に
、

２５

八
潮
市
長
あ
て
書
面
に
て
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
※
郵
送
の
場
合

は
必
着

■問
 

都
市
デ
ザ
イ
ン
課
�
◯内
 

３
２
１

�
　

埼
玉
県
青
少
年
相
談
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
お
よ
び
電
子
メ
ー
ル

で
、
青
少
年
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
に
対
し
て
助
言

を
行
う
と
と
も
に
、
適
切
な
関
係
機
関
に

関
す
る
情
報
提
供
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
週
木
曜
日
に
は
、
面
接
相
談

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■日
 

月
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

（
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
＝
電
話　

・　

・
３
０
２
５
、
Ｆ
Ａ

０４８

８３０

Ｘ　
・　
・
３
０
２
７
、

a

Ｅ
メ
ー
ル 
 ２９０５

-  

０４８
８３０
１０
@
p
ref.saitam

a.lg
.jp

 
 
          
    
   

■問
 

県
青
少
年
課
�　

・　

・
２
９
０
４

０４８

８３０

�
　

平
成　

年
第
１
回
定
例
会
を
２
月　

日

１７

２８

か
ら
３
月　

日
ま
で
開
催
し
ま
す
。

１８

■日
 

一
般
質
問　

３
月　

日
・　

日
・　

日

１４

１６

１７

※
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
仕
事
全

般
に
つ
い
て
執
行
機
関
か
ら
現
在
の
状
況

や
こ
れ
か
ら
の
考
え
に
つ
い
て
聞
く
こ
と

■定
 

各
日　

人
（
先
着
順
）

４２

■問
 

議
事
調
査
課
�
◯内
 

２
７
７

�
　

結
核
予
防
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
４

月
か
ら
、　

歳
以
上
の
方
が
結
核
検
診
の

６５

対
象
と
な
り
ま
す
。
従
来
、
実
施
し
て
い

た
就
業
お
よ
び
就
学
し
て
い
な
い　

歳
以

１５

上
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。　　
　
　

　

な
お
、肺
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、従
来

ど
お
り　

歳
以
上
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

４０

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�　

・
３
３
８
１

９９５

埼
玉
県
青
少
年
相
談
総
合
セ
ン
タ
ー

第
１
回
八
潮
市
議
会
定
例
会
の
傍
聴

結
核
検
診
の
対
象
年
齢
変
更

�
　

不
妊
治
療
助
成
事
業
に
つ
い
て
、
事
前

申
請
の
受
給
資
格
証
を
廃
止
し
、
治
療
終

了
後
の
事
後
申
請
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
１
日
以
降
治
療
を
受
け
た
方

で
、
助
成
金
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

も
事
後
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
助
成
金
の
支
給
申
請
は
、
３
月

　

日
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

３１申
請
窓
口
＝
草
加
保
健
所
（
住
所
地
を
管

轄
す
る
県
保
健
所
お
よ
び
支
所
）

■問
 

草
加
保
健
所
�　

・
１
５
５
１
ま
た
は

９２５

県
こ
ど
も
家
庭
課
�　

・　

・
３
５
６
１

０４８

８３０

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/A
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�■日
 

４
月
２
日
�　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

■場
 

さ
い
た
ま
浦
和
会
場
（
コ
ル
ソ
７
階
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ブ
ン
）

■問
 

�
埼
玉
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
�　

・
０４８

　

・
０
４
８
３

８３８�
　

ま
ん
ま
る
よ
や
く
（
電
話
自
動
応
答
に

よ
る
利
用
申
し
込
み
等
を
含
む
）
は
、
機

器
の
保
守
点
検
の
た
め
、
次
の
期
間
に
つ

い
て
は
利
用
を
一
時
停
止
し
ま
す
。

■日
 

３
月　

日
�
午
前
８
時
〜　

日
�
午
前

２８

２９

　

時
１０■問
 

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
�
◯内
 

４

９
７

�
　

平
成　

年
度
固
定
資
産
税
の
納
税
者

１７

（
土
地
・
家
屋
）
は
、
本
人
の
土
地
や
家

屋
の
価
格
と
市
内
の
他
の
土
地
や
家
屋
の

価
格
と
の
比
較
が
で
き
る
よ
う
、
次
の
帳

簿
を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
・
地
番

・
地
目
・
地
積
・
価
格
）

▼
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
・
家
屋

番
号
・
種
類
・
構
造
・
床
面
積
・
価
格
）

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の 

申
請
方
法
が
変
り
ま
し
た
！

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

ま
ん
ま
る
よ
や
く
の
利
用
一
時
停
止

あ
な
た
の
固
定
資
産
を 

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か

★
市
税
の
口
座
振
替
の
お
願
い

｢
｣

　

納
付
に
は 
安
全
・
確
実
・
便
利 
な
、

口
座
振
替
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
手
続
き

は
簡
単
で
す
。
預
貯
金
通
帳
・
通
帳
登
録

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
金
融
機
関
等
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

■問
 

納
税
課
�
◯内
 

２
０
７
・
国
保
年
金
課
�

◯内
 

８
３
３

�■日
 

３
月　

日
�
〜　

日
�　

午
前
８
時　

１１

２５

３０

分
〜
午
後
５
時　

分
※
土
・
日
曜
日
・
祝

１５

日
も
縦
覧
で
き
ま
す
。

■場
 

市
役
所
３
階
都
市
デ
ザ
イ
ン
課

■内
 

名
称
お
よ
び
内
容

〈
都
市
計
画
道
路
補
助
幹
線
１
号
線
〉

・
一
部
道
路
線
形
の
変
更

〈
八
潮
南
部
西
地
区
地
区
計
画
〉

・
地
区
施
設
（
区
画
道
路
、
調
整
池
）
の

配
置
、
規
模
の
変
更

・
伊
勢
野
地
区
地
区
計
画

都
市
計
画
道
路
お
よ
び 

地
区
計
画
変
更
案
の
縦
覧

��
　

市
で
は
、
市
税
（
市
県
民
税
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
に
つ
い
て
の
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

〈
夜
間
納
税
相
談
〉

■日
 

３
月　

日
�
〜　

日
�　

午
後
５
時　

２２

２３

１５

分
〜
８
時

〈
休
日
納
税
相
談
〉

■日
 

３
月　

日
�
・
４
月
３
日
�　

午
前
９

２７

時
〜
午
後
４
時

★
木
曜
日
夜
間
納
税
相
談
実
施
中

■日
 

毎
週
木
曜
日
、
午
後
５
時　

分
〜
７
時

１５

■場
 

納
税
課
（　

番
窓
口
）・
国
保
年
金
課

１２

（
６
番
窓
口
）

休
日
・
夜
間
の
納
税 

相
談
窓
口
の
開
設

縦
覧
期
間　

４
月
１
日
�
〜
５
月　

日
�

３１

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分
（
土
・

３０

１５

日
・
祝
日
を
除
く
）

★
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

固
定
資
産
の
所
有
者
は
、
本
人
の
課
税

台
帳
を
閲
覧
で
き
ま
す
。
な
お
、
縦
覧
期

間
中
は
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
の
写
し
を

無
料
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
借
地
・
借
家
を
さ
れ
て
い
る
方

も
、
そ
の
物
件
に
つ
い
て
閲
覧
し
、
証
明

書
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
有

料
、
契
約
書
等
を
確
認
し
ま
す
）
代
理
人

の
方
は
、
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

閲
覧
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　

分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

１５縦
覧
・
閲
覧
場
所　

庁
舎
１
階
⑮
番
窓
口

■問
 

資
産
税
課
�
◯内
 

２
０
５
・
３
０
２

審
査
の
申
出

　

固
定
資
産
の
価
格
に
関
す
る
審
査
の
申

出
は
、
４
月
１
日
か
ら
納
税
通
知
書
を
受

け
取
っ
た
日
以
後　

日
ま
で
に
、
納
税
課

６０

（
市
役
所
１
階
⑫
番
窓
口
）
へ
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

■問
 

納
税
課
�
◯内
 

３
３
１

『
情
報
化
社
会
に
お
け
る
人
権
侵
害
』

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
は
驚
異
的
な
ス
ピ

ー
ド
で
進
歩
を
続
け
、
日
々
の
社
会
生
活

の
中
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
情
報
伝
達
の
早
さ
、
範
囲
の
広
域
化

（
全
世
界
）、
発
信
源
の
不
透
明
性
、
閲
覧

の
簡
易
性
な
ど
が
、
人
権
の
問
題
に
お
い

て
非
常
に
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、発
信
源
の
不
透
明
性
を
悪
用
し
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
差
別
書
き
込
み
事

件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場

合
は
愉
快
犯
的
な
も
の
の
よ
う
で
す
が
、

中
に
は
個
人
を
特
定
し
た
確
信
犯
と
思
わ

れ
る
も
の
ま
で
様
々
な
形
で
書
き
込
み
が

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
通
信
技
術

を
利
用
し
た
、
新
た
な
人
権
侵
害
の
形
と

い
え
ま
す
。
今
ま
で
の
よ
う
に
、
落
書
き

や
ハ
ガ
キ
の
よ
う
な
も
の
で
も
、
多
く
の

人
に
間
違
っ
た
情
報
が
伝
わ
っ
て
し
ま
う

の
に
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
、

今
ま
で
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
多
く

の
人
に
配
信
さ
れ
、
ま
た
、
閲
覧
が
可
能

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情

報
化
社
会
の
中
で
、
私
た
ち
は
、
情
報
通

信
技
術
の
恩
恵
を
受
け
る
に
あ
た
り
、
そ

の
特
性
を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
、
利
用

に
あ
た
っ
て
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　
　

世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」
と
い
わ
れ

２１
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
人
権
意
識
を
高
め
、
差
別
を
許
さ
な

い
心
を
持
ち
、
人
権
を
認
め
あ
う
と
い
う

大
切
な
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う

時
代
な
の
で
す
。

　

機
械
は
単
体
で
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
機
械
を
人
間
一
人
ひ
と
り
が
正
し
い

知
識
・
認
識
の
も
と
で
扱
え
ば
、
誰
に
と

っ
て
も
快
適
な
情
報
化
社
会
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�
「
人
権
そ
れ
は

�愛
 

」
�

　

現
在
、
お
手
元
に
あ
る
介
護
保
険
被

保
険
者
証
は
３
月　

日
で
有
効
期
限
が

３１

切
れ
ま
す
の
で
、
４
月
１
日
か
ら
新
し

い
保
険
証
に
な
り
ま
す
。
保
険
証
の
色

（
オ
レ
ン
ジ
色
）は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

有
効
期
限
が
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２２

３１

と
な
り
ま
す
。
新
し
い
保
険

証
は
４
月
１
日
ま
で
に
郵
送

し
ま
す
。
郵
便
受
け
や
玄
関

に
表
札
が
な
い
と
保
険
証
が

配
達
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
表
札
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
特
に
ア
パ

ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
住

ま
い
の
方
は
、
住
宅
の
玄
関

ド
ア
や
集
合
ポ
ス
ト
に
表
札
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
介
護
保
険
の
認
定
を

受
け
て
い
る
方
の
要
介
護
状
態
区
分
や

認
定
の
有
効
期
限
な
ど
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。■問
 

高
齢
い
き
が
い
課
�
◯内
 

４
４
３

介
護
保
険
被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
す

　　　屋外広告物設置許可申請
　市内に屋外広告物※を新規に設置する場合は、従来は埼玉県越谷県
土整備事務所長に許可申請する必要がありましたが、４月１日からは
八潮市長へ許可申請することになります。
　既に、埼玉県越谷県土整備事務所長から設置許可を受けている広告
物は、その許可期間が満了するまでそのまま設置できますが、許可期
間満了後も引き続き設置する場合や変更改造する場合は、八潮市長の
許可が必要です。
　また、申請に必要な手数料は、八潮市に納めてください。
※屋外広告物とは、常時または一定の期間継続して屋外で公衆に表示
されるもので、看板、広告塔、広告板などをいいます｡
■問 都市デザイン課�◯内 ３３５

４月か
ら変わ

ります

屋外広告物の種類　この他にアーチ利用広告や自動車利用広告があります。

おしらせHOTコーナー　案内

袖付広告�

巻付広告�
標識利用広告�

障
害
者
福
祉
向
上
の
た
め
に
寄
付

　

２
月　

日
に
草
加
遊
技
業
組
合
（
近
藤
恭
平
組
合
長
）
は
、
障
害
者

１７

福
祉
の
向
上
の
た
め
に
と
、
市
へ　

万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

４０

　

市
で
は
、
寄
付
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
こ
の
寄
付
金
を
知
的
障
害
者
施

設
の
備
品
購
入
に
活
用
す
る
予
定
で
す
。

アドバルーン�

壁面利用広告�

突き出し広告�

広告板�

広告幕�

屋上利用広告�

サインポール�
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広報　　　　　№６５２　平成１７年３月１０日　　（１０）

あ
な
た
も
チ
ェ
ッ
ク
！

あ
な
た
も
チ
ェ
ッ
ク
！　
　
　

国
保
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
保
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

�
　

最
近
、
電
力
会
社
の
社
員
を
装
っ
た
窃

盗
・
詐
欺
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
不

信
な
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
主
な
犯
行
の
手
口
〉

①
調
査
と
偽
り
住
居
に
侵
入
し
、
隙
を
見

て
金
品
を
盗
む
。

②
器
具
の
修
理
や
取
替
え
を
行
い
多
額
の

請
求
を
す
る
。

③
集
金
員
を
装
い
「
電
気
ご
使
用
量
の
お

知
ら
せ
（
検
針
票
）」
を
示
し
、
電
気
料
金

を
だ
ま
し
取
る
。

■問
 

東
京
電
力
埼
玉
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

�
０
１
２
０
・　

・　
９９５

４４２

�
　

市
水
道
部
は
、
法
令
（
水
道
法
）
に
基

づ
き
、
平
成　

年
度
の
水
質
検
査
計
画
を

１７

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
水
質
検
査
計
画
は
、
水
道
部
お
よ

び
次
の
公
共
施
設
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
等
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
、
自
由
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所　

市
役
所
・
ゆ
ま
に
て
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
す
え
ひ
ろ
荘
・
寿

楽
荘
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
八
幡

図
書
館
・
八
條
図
書
館
・
保
健
セ
ン
タ
ー

・
資
料
館
・
消
防
署
大
瀬
出
張
所
・
八
潮

メ
セ
ナ
・
や
し
お
生
涯
楽
習
館
※
市
水
道

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

http://w
w
w
7.ocn.ne.jp/̃yashio-w

/

        
 
 
                     
 

■問
 

水
道
部
施
設
課
�　

・
４
２
１
６

９９６

�■日
 

３
月　

日
�　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

２９

■問
 

市
民
温
水
プ
ー
ル
�　

・
６
８
２
４

９３６

��■日
 

４
月
１
日
〜
９
月　

日
、
月
〜
金
曜
日

３０

の
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

■対
 

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方

窃
盗
・
詐
欺
に
お
気
を 

つ
け
く
だ
さ
い
！

水
質
検
査
計
画
を
策
定
！

市
民
温
水
プ
ー
ル
の
利
用
一
時
休
止

   急
募
！
臨
時
保
育
士（
市
立
保
育
所
）

■定
 

若
干
名
（
面
接
に
よ
り
決
定
）

■申
 

３
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
、
履
歴
書

２２

（
写
真
貼
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

窓
口
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

■問
 

児
童
障
害
課
�
◯内
 

３
１
４

�任
期　

５
月
１
日
〜
平
成　

年
４
月　

日

１９

３０

■日
 

週
の
平
日
の
う
ち
３
日
間　

午
前
９
時

〜
午
後
４
時

■場
 

児
童
障
害
課

■対
 

児
童
福
祉
、
社
会
福
祉
、
児
童
学
、
心

理
学
、
教
育
学
等
の
い
ず
れ
か
を
修
了
し

た
方
ま
た
は
、
家
庭
児
童
福
祉
に
熱
意
と

識
見
を
有
す
る
方

■内
 

家
庭
児
童
福
祉
に
関
し
て
面
接
、調
査
、

訪
問
指
導
等
の
相
談
業
務
を
行
う

■定
 

２
人

■費
 

月
額　

万
円

１０

■申
 

３
月　

日
ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真
貼

２５

付
）
を
児
童
障
害
課
へ
持
参

■問
 

児
童
障
害
課
�
◯内
 

４
２
７

�■日
 

平
日
週
３
日
程
度　

午
前
９
時
〜
午
後

４
時
※
時
間
は
応
相
談

■対
 

介
護
支
援
専
門
員
、
保
健
師
、
看
護
師

お
よ
び
介
護
福
祉
士
等
で
実
務
経
験
の
あ

る
方

■内
 

要
介
護
認
定
調
査
（
訪
問
調
査
）
業
務

な
ど

■定
 

１
人
（
面
接
に
よ
り
選
考
）

■申
 

３
月　

日
ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真
貼

２２

付
）、資
格
免
許
等
の
写
し
を
窓
口
へ
持
参

■問
 

高
齢
い
き
が
い
課
�
◯内
 

４
４
９

�■場
 

安
心
ハ
ウ
ス
や
し
お
（
大
瀬
９
３
２
）

■対
 

①　

歳
以
上
の
単
身
者
②
配
偶
者
ま
た

６０

は　

歳
以
上
の
親
族
１
人
と
同
居
す
る
場

６０
合■内
 

埼
玉
県
知
事
認
定
の
高
齢
者
向
け
優
良

賃
貸
住
宅
、
ワ
ン
ル
ー
ム
、　

平
方
メ
ー

２７

ト
ル
、（
洋
間
、
台
所
、
浴
室
、
ト
イ
レ
）

鉄
骨
３
階
建
冷
暖
房
完
備
、広
い
談
話
室
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
昨
年

７
月
１
日
よ
り
管
理
開
始

家
庭
児
童
相
談
員

要
介
護
認
定
調
査
員

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

■定
 

１
戸
（
１
階
）

■費
 

月
額
６
万
５
千
円
（
他
に
共
益
費
等
１

万
円
）
※
所
得
に
応
じ
減
額
（
最
高
３
万

円
）
あ
り

■申
 

申
込
書
（
市
役
所
建
築
課
お
よ
び
	
小

山
不
動
産
で
配
布
）に
住
民
票
等
を
添
え
、

３
月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
	
小
山

２４

不
動
産
（
〒
３
４
０
│
０
０
５
３
草
加
市

旭
町
３
│
５
│
３
）へ
郵
送
ま
た
は
持
参

※
審
査
後
、
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
で
決

定
、
申
込
者
全
員
に
結
果
を
通
知

■問
 

	
小
山
不
動
産
管
理
部
�　

・
０
０
１

９３２

･

０
（
水
曜
日 
第
３
火
曜
日
は
定
休
）

�入
園
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成　

年
３
月

１８

　

日
３１■場
 

①
八
條
１
６
４
３
│
１
（
５
区
画
）
②

八
條
１
７
２
０
（
３
区
画
）
③
二
丁
目
１

２
４
６
│
１
（
６
区
画
）
※
い
ず
れ
も
１

区
画
約　

平
方
メ
ー
ト
ル

２０

■対
 

畑
の
管
理
が
で
き
、
徒
歩
ま
た
は
自
転

車
で
通
え
る
方

■費
 

①
・
②
＝
８
０
０
０
円
、
③
＝
１
万
円

■申
 

３
月　

日
午
前
９
時
か
ら
、
さ
い
か
つ

２６

農
協
八
潮
八
條
支
店
会
議
室
（
２
階
）
で

抽
選
（
事
前
申
込
不
要
）

■持
 

印
鑑
と
入
園
料
※
即
日
契
約

■問
 

農
政
課
�
◯内
 

２
９
９

�
　

市
役
所
玄
関
ホ
ー
ル
に
あ
る
「
物
産
展

示
ケ
ー
ス
」
に
展
示
す
る
製
品
を
募
集
し

ま
す
。

■日
 

４
月
中
旬
〜
平
成　

年
３
月

１８

■対
 

市
内
で
生
産
さ
れ
た
製
品
ま
た
は
、「
八

潮
」
の
名
の
ブ
ラ
ン
ド
品
※
危
険
物
や
生

も
の
な
ど
は
、
展
示
で
き
ま
せ
ん

■内
 

展
示
小
間
の
大
き
さ
（
幅
＝
約　

セ
ン

４７

チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
＝
約　

セ
ン
チ
メ
ー

３８

ト
ル
、奥
行
き
＝
約　

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

２９

■定
 
　

小
間
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

２４
■費
 

無
料

■申
 

４
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
に
、
商
工
振

興
課
窓
口
へ

■問
 

商
工
振
興
課
�
◯内
 

４
７
９

ふ
れ
あ
い
農
園
入
園
者

物
産
展
示
ケ
ー
ス
利
用
者

�
　

ゆ
ま
に
て
で
は
「
八
潮
市
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
付
属
ク
ラ
ブ
」を
立
ち
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
ク
ラ
ブ
は
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

活
動
を
通
し
て
青
少
年
の
交
流
の
場
を
提

供
す
る
も
の
で
す
。

　

幅
広
い
仲
間
づ
く
り
の
た
め
に
、
ぜ
ひ

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■対
 
　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
勤
労
者
等

１５

３０

■問
 

ゆ
ま
に
て
�　

・
０
１
２
３

９９６

�任
期　

４
月
１
日
〜
平
成　

年
３
月
末
日

１９

■日
 

文
化
財
保
護
課
が
指
定
す
る
日
（
年　
２０

回
程
度
）

■対
 
　

歳
以
上
で
、
資
料
館
の
教
育
普
及
活

１５
動
に
理
解
と
関
心
の
あ
る
方

■内
 

資
料
館
で
開
催
す
る
講
座
や
体
験
学
習

の
サ
ポ
ー
ト

■申
 

３
月　

日
ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真
貼

２０

付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
郵
送
ま

た
は
、
窓
口
へ
持
参
（
〒
３
４
０
│
０
８

３
１
南
後
谷
７
６
３
│　

）
５０

■問
 

文
化
財
保
護
課
�　

・
６
６
６
６

９９７

�
　

県
労
働
商
工
セ
ン
タ
ー
で
は
、
解
雇
や

賃
金
不
払
い
、
退
職
や
休
日
・
休
暇
な
ど

労
働
問
題
全
般
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。
３
月
は
労
働
相
談
強
化
月
間
と

し
て
、
通
常
行
っ
て
い
る
平
日
の
相
談
に

加
え
、
土
曜
日
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■日
 

月
〜
土
曜
日　

８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（
電
話
ま
た
は
来
所
に
よ
る
相
談
、
火
・

木
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
電
話
受
付
、
土

曜
相
談
は
電
話
の
み
）

■費
 

無
料

■問
 

県
東
部
労
働
商
工
セ
ン
タ
ー
�　

・　
０４８

７３７

・
２
１
３
６

�
　

４
月
か
ら
９
月
ま
で
、
八
潮
メ
セ
ナ
館

内
に
飾
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■対
 

絵
画
、
書
道
、
切
り
絵
、
ち
ぎ
り
絵
等

平
面
状
の
作
品
で
、
公
の
展
覧
会
に
出
展

八
潮
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム 

（
ゆ
ま
に
て
）付
属
ク
ラ
ブ
利
用
者

資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

土
曜
日
電
話
労
働
相
談

メ
セ
ナ
館
内
へ
の
展
示
作
品

履
歴
が
あ
り
、
額
装
済
み
の
も
の
。
サ
イ

ズ
＝
８
号
相
当
（
約　

〜　

セ
ン
チ
メ
ー

３０

４０

ト
ル
）
〜　

号
相
当
（
約　

セ
ン
チ
メ
ー

６０

８０

ト
ル
×
１
１
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

■定
 
　

点
前
後
（
応
募
多
数
の
場
合
は
書
類

１０
選
考
）
作
品
の
搬
入
・
搬
出
は
応
募
者
の

負
担
と
な
り
ま
す
。
※
装
飾
に
不
相
応
と

思
わ
れ
る
作
品
は
受
け
付
け
し
か
ね
ま
す
。

■申
 

３
月　

日
か
ら　

日
ま
で
に
、
指
定
の

１５

３０

用
紙
（
市
内
公
共
施
設
に
設
置
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、作
品
の
写
真
を
添
え
て
、

窓
口
へ
持
参

■問
 

八
潮
メ
セ
ナ
�　

・
２
５
０
０

９９８

保
険
証
に
◯学
 

、◯遠
 

の
表
示
が
あ
る
方
は 

更
新
の
手
続
き
を

　

◯学
 

、
◯遠
 

の
表
示
が
あ
る
保
険
証
は
、
有

効
期
限
が
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
と
な

１７

３１

っ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
継
続
さ
れ

る
場
合
は
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■持
 

在
学
証
明
書
ま
た
は
在
園
証
明
書
等

認
印

平
成　

年
３
月　

日
で
有
効
期
限
が
切
れ

１７

３１

た
保
険
証

■申
 

受
付
＝
４
月
１
日
開
始

■問
 

国
保
年
金
課
�
◯内
 

８
２
８
・
８
２
９

社
会
保
険
に
加
入
・
社
会
保
険
を 

喪
失
し
た
方
は
届
出
を
！

　

３
月
４
月
は
年
度
の
切
替
時
期
で
す
。

新
た
に
会
社
等
に
就
職
し
、
社
会
保
険
に

加
入
す
る
方
ま
た
は
、
会
社
を
退
職
し
た

こ
と
に
よ
り
社
会
保
険
を
喪
失
す
る
方
が

多
い
時
期
で
す
。

　

い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
国
民
健
康
保
険

の
届
出
が
必
要
で
す
。
社
会
保
険
か
ら
市

へ
の
連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
世
帯
主
の

方
ご
自
身
で
市
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■持
 

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
証
お
よ

び�
社
会
保
険
に
加
入
し
た
方
＝
社
会
保
険

の
保
険
証

�
社
会
保
険
を
喪
失
し
た
方
＝
社
会
保
険

喪
失
証
明
書
ま
た
は
退
職
証
明
書

※
社
会
保
険
を
喪
失
し
た
方
で　

歳
未
満

６０

の
方
は
年
金
の
切
替
手
続
き
が
必
要
で
す

の
で
、
年
金
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

〜
会
社
を
退
職
し
て
厚
生
年
金
・
共
済
組

合
な
ど
か
ら
年
金
を
受
け
て
い
る
方
〜

退
職
者
医
療
制
度
（
会
社
な
ど
を
退
職

さ
れ
た
方
が
利
用
で
き
る
国
保
の
制
度
）

　

退
職
者
医
療
制
度
と
は
、
医
療
制
度
間

に
お
け
る
負
担
と
公
平
を
図
る
た
め
の
措

置
と
し
て
、
被
保
険
者
で
あ
っ
た
方
の
医

療
費
は
、
す
べ
て
ご
自
身
と
被
用
者
保
険

の
現
役
被
保
険
者
の
負
担
に
よ
り
賄
う
制

度
で
す
。

■対
 

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

②
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い
な

い
方

③
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
老
齢
年
金
を

受
け
ら
れ
る
方
で
そ
の
被
保
険
者
期
間
が
、

　

年
以
上
（
２
４
０
月
以
上
）
あ
る
か
、

２０
　

歳
以
降　

年
以
上
（
１
２
０
月
以
上
）

４０

１０

あ
る
（
国
民
年
金
は
除
く
）
方

④
被
保
険
者
の
被
扶
養
者
の
範
囲
は
退
職

被
保
険
者
の
配
偶
者
お
よ
び
三
親
等
以
内

の
親
族
で
退
職
者
と
同
一
世
帯
で
退
職
被

保
険
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
し
て
い
る
方

⑤
１
年
間
の
収
入
が
１
３
０
万
円
以
上
あ

る
方
は
、
被
扶
養
者
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

（　

歳
以
上
の
方
ま
た
は
障
害
を
有
す
る

６０
方
の
場
合
は
１
８
０
万
円
）

届
け
出

　

退
職
被
保
険
者
の
資
格
取
得
日
は
、
年

金
受
給
権
が
発
生
し
た
日
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
受
給
権
発
生
日
以
降
に
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
は
、
国
保
加
入

日
と
な
り
ま
す
。

　

年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
た
日
か
ら
退

職
者
医
療
制
度
の
資
格
を
得
ま
す
。
年
金

証
書
が
届
い
た
日
の
翌
日
か
ら　

日
以
内

１４

に
届
け
出
く
だ
さ
い
。

■持
 

①
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
年
金
証

書
（
厚
生
年
金
保
険
裁
定
通
知
書
）

②
国
民
健
康
保
険
証

■費
 

一
部
負
担
金
に
つ
い
て

�

･

職
被
保
険
者
本
人
（
外
来 
入
院
と
も

３
割
）

�

･

被
扶
養
者
（
外
来 
入
院
と
も
３
割
）

国
民
健
康
保
険
税
＝
保
険
税
の
算
定
方
法

は
、
一
般
の
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方

法
と
同
様

■問
 

国
保
年
金
課
�
◯内
 

８
２
８
・
８
２
９

あ
な
た
も
チ
ェ
ッ
ク
！

あ
な
た
も
チ
ェ
ッ
ク
！　
　
　

国
保
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
保
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

�

�

�

�

��������������

��������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ゆ
ず
り
ま
す

不用品あっせんコーナー

学
習
机
・
本
棚
（
無
料
）

工
業
用
ミ
シ
ン
、
電
動
ミ
シ
ン
（
取
扱
説
明
書
付
）

※
問
題
が
生
じ
た
時
は
、
当
事
者
間
で
解
決
を
し
て

い
た
だ
き
、
市
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。

 

■問
 

商
工
振
興
課
�
◯内
 

３
３
６

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

おしらせHOTコーナー　案内・募集
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（１１）　　広報　　　　　№６５２　平成１７年３月１０日 

後
１
時
〜
２
時　

分
（
松
原
団
地
駅
東
口

３０

か
ら
勤
労
福
祉
会
館
行
き
バ
ス
で
「
総
合

グ
ラ
ン
ド
」下
車
）　

■問
 

草
加
市
観
光
協
会

事
務
局
（
産
業
振
興
課
内
）
�　

・
０
１

９２２

５
１
◯内
 

３
６
６
３

�古
今
亭
志
ん
輔　

ふ
る
さ
と
寄
席

■日
 

３
月　

日
�　

昼
の
部
＝
午
後
１
時　

１３

３０

分
〜
、
夜
の
部
＝
午
後
５
時
〜　

■場
 

田
園

ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
北
越
谷
駅
東
口
か

ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き
バ
ス
で
「
中
央
公
民
館

前
」
下
車
）　

■内
 

出
演
＝
古
今
亭
志
ん
輔

（
落
語
）、
翁
家
勝
丸
（
太
神
楽
）、
ロ
ケ

ッ
ト
団
（
漫
才
）
ほ
か　

■費
 

〈
全
席
指
定
〉

大
人
１
５
０
０
円
、
中
学
生
ま
で
５
０
０

円　

■問
 



松
伏
町
ふ
る
さ
と
文
化
財
団
�

　

・
１
０
０
１
、
�　

・
１
３
２
３

９９２

９９２

松
伏
町

�み
ど
り
の
日
花
い
っ
ぱ
い
運
動
＆
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト　

早
稲
田

in

■日
 

４
月　

日
�　

午
前　

時
〜
正
午
※
雨

２９

１０

天
の
場
合
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
み
中
止

■場
 

早
稲
田
公
園
（
三
郷
駅
北
口
か
ら
徒
歩

　

分
、文
化
会
館
南
側
）　

■内
 

草
花
や
苗
木

１３・
花
の
種
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
樹
木
に
関
す

る
ク
イ
ズ
、
緑
の
募
金
活
動
な
ど　

■問
 

三

郷
市
公
園
緑
地
課
�　

・
１
１
１
１
�
◯内
 

９５３

３
３
３
３

�桜
並
木
撮
影
会

■日
 

４
月
２
日
�　

■場
 

①
葛
西
用
水
沿
い
桜

並
木
＝
午
前　

時
〜　

時　

分
（
草
加
駅

１０

１１

３０

東
口
か
ら
稲
荷
５
丁
目
行
き
バ
ス
で
「
稲

荷
５
丁
目
」
下
車
）
②
そ
う
か
公
園
＝
午

三
郷
市

草
加
市

■定
 

各
５
０
０
人
※
小
学
３
年
生
以
下
は
必

ず
保
護
者
が
同
伴　

■費
 

無
料　

■問
 

吉
川
市

中
央
公
民
館
�　

・
１
２
３
１

９８１

�キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
野
鳥
の
森
・
春
休
み

動
物
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

■日
 

３
月　

日
�
〜
４
月　

日
�　

午
後
１

２６

１０

時
〜
３
時（
月
曜
日
休
園
）　

■場
 

キ
ャ
ン
ベ

ル
タ
ウ
ン
野
鳥
の
森
（
北
越
谷
駅
東
口
か

ら
「
エ
ロ
ー
ラ
」
行
き
、「
ゆ
め
み
野
」
行

き
、「
弥
栄
団
地
」
循
環
な
ど
の
バ
ス
で

「
小
田
急
弥
栄
団
地
入
口
」
下
車
徒
歩
５

分
）　

■内
 

カ
メ
・
ど
じ
ょ
う
な
ど
の
動
物
ふ

れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
等
を
設
置　

■費
 

一
般
１

０
０
円
、
小
・
中
学
生　

円
、
未
就
学
児

３０

無
料　

■問
 

キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
野
鳥
の
森

�　

・
０
１
０
０
、
�　

・
９
０
０
０

９７９

９７９

越
谷
市

　

近
隣
４
市
１
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

�春
休
み
映
画
会

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
幅
広
く
人
気

の
あ
る
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
を
上
映
！

■日
 

３
月　

日
�　

①
午
前　

時
〜
②
午
後

２０

１０

１
時
〜（　

分
間
）　

■場
 

吉
川
市
中
央
公
民

８７

館
（
吉
川
駅
北
口
か
ら
徒
歩　

分
）

１５

吉
川
市

っ
て
み
た
い
な

な
り
ま
ち

っ
て
み
た
い
な

な
り
ま
ち

行
と

　
�

　

家
出　
　
　

伊　

草　
　

中
山　

靖
子

そ
の
日
も
、
孫
の
太
暉
は

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負
い

「
家
出
し
て
き
ま
し
た
」
と
や
っ
て
き
た

「
ど
ち
ら
へ
家
出
で
す
か
？
」
と
聞
く
と

「 
祖  
母 
ち
ゃ
ん
の
家
で
す
」
と
い
う

ば 

あ

そ
し
て
私
の
膝
の
上
で
ゲ
ー
ム
を
始
め
る

そ
の
う
ち
夫
に
寄
り
掛
っ
て

マ
ン
ガ
の
本
を
ひ
ろ
げ
る
、
私
が

「
こ
の
家
の
子
に
な
り
ま
す
か
？
」と
聞
く

「
し
か
た
な
い
、
泊
ま
っ
て
や
る
か
」彼
は

リ
ュ
ッ
ク
か
ら
パ
ジ
ャ
マ
を
取
り
出
す

隣
の
家
の
窓
か
ら

「
太
ち
ゃ
ん
、
お
り
こ
う
す
る
の
よ
」

と
マ
マ
の
声

真
っ
赤
な
南
天
の
実
が
眩
し
い

（
評
）お
孫
さ
ん
と
の
楽
し
い
声
が
聞
え
て
く
る
よ

う
で
す
。

　

詩

�
　
　
　
　
　
　

木
曽
根　
　

高
谷　

多
門

法
話
聴
く 
故  
郷 
の
禅
寺
雪
深
く

さ 

と

　
　
　

熱
き
視
線
の
尼
僧 
清 
し
き

す
が

　
　
　
　
　
　

南
後
谷　
　

杉
村　

セ
ツ

節
分
の
豆 
撒 
き
し
孫
行
事
終
え

ま

　
　
　

伝
統
伝
う
厳
し
き
を
知
る

　
　
　
　
　
　

南
川
崎　

小
野
塚
喜
代
子

海
ボ
タ
ル
の
内
臓
と
い
ふ
黒
き
も
の

　
　
　

点
の
ご
と
く
に
ル
ー
ペ
に
見
ゆ
る

　
　
　
　
　
　

八
潮
七　
　

佐
藤　

千
和

早
咲
き
の
紅
梅
う
れ
し
初
天
神

　
　
　

鷽
替
神
事
に
合
格
祈
願

　
　
　
　
　
　

中
央
一　
　

猪
瀬　

利
助

早
春
の
部
屋
に
移
せ
し
ヒ
ヤ
シ
ン
ス

　
　
　

漂
ふ
香
り
に
こ
こ
ろ
癒
さ
る

　
　
　
　
　
　

大
曽
根　
　

臼
方
美
代
子

か
さ
こ
そ
と
木
々
の
梢
に
音
の
し
て

　
　
　

夜
明
け
の
空
へ
小
鳥
飛
び
立
つ

　
　
　
　
　
　

八　

條　
　

種
村　

幸
子

西
陽
受
け
ス
リ
ム
で
長
身
の
わ
が
影
は

　
　
　

モ
デ
ル
気
分
で
背
筋
を
の
ば
す

　
　
　
　
　
　

二
丁
目　
　

田
中　

祐
子

車
窓
よ
り
干
大
根
を
眺
め
つ
つ

　
　
　

漬
け
込
む
母
の
若
き
日
偲
ぶ

　

短
歌

　
　
　
　
　
　

伊
勢
野　
　

柿
沼　
　

清

震
災
地
必
死
で
働
き
丸
十
年

　
　

復
興
の
き
ざ
し
に
手
を
合
わ
せ
お
り

　
　
　
　
　
　

鶴
ヶ
曽
根　

齋
藤　

京
子

境
内
に
鬼
の
面
立
て
矢
を
放
つ

　
　
　

伝
統
行
事
を
見
つ
む
る
児
の
眼

�
　
　
　
　
　
　

中
央
一　
　

斎
藤　

富
吉

 
轆
轤 
ひ
く
心
に
厳
し
き
寒
の
水

ろ

く

ろ

　
　
　
　
　
　

八　

條　
　

杉
村　

知
香

若
僧
の
白
衣
眩
し
く
春
近
し

　
　
　
　
　
　

八　

條　
　

加
藤　

龍
子

寄
り
添
ひ
て
寒
さ
に
耐
ゆ
る
母
子
草

　
　
　
　
　
　

大
曽
根　
　

藤
郷
千
代
子

友
逝
き
ぬ
水
仙
の
香
の
満
つ
る
朝

　
　
　
　
　
　

中
央
一　
　

山
角　

微
陽

一
時
間
に
足
り
ぬ
旅
か
な
冬
帽
子

　
　
　
　
　
　

大
曽
根　
　

小
倉　

義
孝

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
求
愛
ダ
ン
ス
春
近
し

　
　
　
　
　
　

八
潮
七　
　

茂
村　

つ
留

露
天
風
呂
眺
め
る
雪
の
大
自
然

　
　
　
　
　
　

八
潮
七　
　

小
倉　

孝
義

日
帰
り
の
バ
ス
の
旅
程
や
苺
狩
り

　
　
　
　
　
　

伊　

草　
　

井
上　

進
寿

 
幼 
児
の
声
高
ら
か
に
「
鬼
は
外
」

お
さ
な

　

俳
句

　
　
　
　
　
　

木
曽
根　
　

古
根　

昌
明

北
風
と
西
風
腕
組
み
家
揺
す
る

　
　
　
　
　
　

八
潮
七　
　

石
井　

忠
枝

隣
よ
り
太
き
声
し
て
福
は
内

　
　
　
　
　
　

鶴
ヶ
曽
根　

平
本　

愛
子

七
つ
八
つ
庭
に
芽
を
出
す
蕗
の
と
う

　
　
　
　
　
　

緑
町
五　
　

藤
波　

ふ
み

幼
子
の
手
の
冷
た
さ
よ
夕
茜

　
　
　
　
　
　

緑
町
三　
　

岩
田　

苑
江

佗
助
の
ぽ
と
り
と
落
ち
て
鳥
の
影

　
　
　
　
　
　

垳　
　
　
　

森
田
エ
ミ
子

大
寒
の
夕
焼
背
負
う
富
士
の
山

　
　
　
　
　
　

大
曽
根　
　

小
倉　

平
助

待
ち
に
待
つ
孫
合
格
に
声
は
ず
む

　
　
　
　
　
　

八　

條　
　

大
山
ト
キ
子

飛
行
機
雲
東
へ
ふ
た
す
じ
寒
の
明
け

　
　
　
　
　
　

大
曽
根　
　

横
山　

英
道

日
脚
伸
ぶ
歩
巾
も
伸
び
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　

八　

條　
　

斎
藤　

孝
男

 
籔  
椿 
色
濃
き 
朱 
に 
故  
郷 
想
う

や
ぶ 
つ
ば
き 

あ
か 

さ 

と

　
　
　
　
　
　

大　

瀬　
　

臼
倉　

サ
キ

 
八  
十  
路 
越
え
な
お
健
や
か
に
年
新
た

や 

そ 

じ

　
　
　
　
　
　

中
央
二　

大
久
保
き
よ
子

ひ
と
と
き
の
眠
気
を
覚
ま
す
隙
間
風

（
評
）ご
投
稿
が
多
く
載
せ
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

呉
美
代
選�

文
芸
欄�

文
芸
欄�

■問
 

広
聴
広
報
課
�
◯内
 

４
２
３

宅地（保留地）
を売り出します!

N
草加流山線�

潮止橋潮止橋�潮止橋�

松戸草加線松戸草加線�松戸草加線�

八潮南八潮南ランプ�八潮南ランプ�

八潮駅�

八條�
小学校�

中�

首�

越�
谷�
三�
郷�
線�

伊�
草�
大�
原�
線�

都�
高�
速�
6
号�
三�
郷�
線�

川�

八條八條�
市役所市役所�

伊草団地伊草団地�
八條�
市役所�

伊草団地�
草加八潮三郷線草加八潮三郷線�草加八潮三郷線�

三郷�
インター�
チェンジ�

つくばエクスプレス�つくばエクスプレス�

東�京�外�環�自�動�車�道�至
越
谷�

至
北
千
住�

綾
瀬
川�

東
武
伊
勢
崎
線�

草
加
駅� 保留地公売地区�

稲荷伊草第二�

保留地公売地区�
大瀬古新田�

9m

②�
③�

�

⑤�

⑥�
④�

8.8
9.5

16.7

15.6

14.5

8.9
9.6

4m

　現在、土地区画整理事業を行っている
各土地区画整理事業施行地区内の新しい
保留地を公売します。

宅地宅地（保留地）（保留地）

を売り出します!を売り出します!

【公売区画】４区画　（大瀬古新田地区２区画、稲荷伊草第二地区２区画）
【公売方法】公開抽せん方式
【申し込み】　第１回目　■日 ４月１１日�・１２日�　午前９時～午後２時
　　　　　　　　　　　■場 区画整理課窓口

　　■対 保留地を公売する地区内の宅地の所有者または借地権を有する
　　方で、市の備え付けの権利者名簿に登載されている方に限る。

　　　　　　第２回目　■日 ４月１４日�・１５日�　午前９時～午後２時（第１回目に申し込
　　　　　　　　　　　　みがない場合のみ）
　　　　　　　　　　　■場 区画整理課窓口

　　■対 個人、法人を問わず申し込み可
　　※抽せん参加申込書等、公売案内資料は、区画整理課で配布　
　　（市ホームページにも掲載）

　　【申込時必要な物】　①抽せん参加保証金５０万円（現金またはその他の金融機関が振り
　　　　　　　　　　　　出した小切手）、②認印
　　【抽せん】　■日 ４月２２日�　午前１０時　■場 市役所第１会議室

　
　

※今回の公売で申し込みがなかった場合は、４月２５日�から随時公売します。
※この他、既に公売中の宅地（保留地）もありますので、お気軽にお問い合わ
せください。なお、市のホームページにも掲載しています。

　　　　　■問 区画整理課�◯内 ３２５・４０４
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公売価格
（円）

単　　価地　　積画地
番号

街区
番号地区名

円／坪円／�坪（約）�

２０,１６０,０００４６２,０００１４０,０００４３.６１４４３３０稲二

２０,１６０,０００４６２,０００１４０,０００４３.６１４４６３０〃

１３,７７６,０００４０５,９００１２３,０００３３.９１１２１８６９－１大古

１５,６２１,０００４０５,９００１２３,０００３８.５１２７１７６９－１〃
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